
 

令和３年度ダイオキシン類調査結果について 

 島根県環境生活部廃棄物対策課 

Ⅰ．環境中のダイオキシン類常時監視結果 

ダイオキシン類対策特別措置法（以下、「ダイオキシン特措法」という。）第２６条第１項に基づき、

令和３年度に島根県が実施した大気、公共用水域の水質・底質、地下水及び土壌のダイオキシン類常

時監視結果の概要は次のとおりです。 

 環境中のダイオキシン類常時監視結果 

調査期間 ：令和３年６月～令和４年２月 

 

調査 

対象 
区分 

測定 

地点 
単位 

測定結果 

環境基準 

超過地点数 
最小値 最大値 平均値 

環境 

基準 

一般

環境

監視 

大気 － 6 pg-TEQ/m3 0 0.0046 0.021 0.0080 0.6 

水質 
河川 1 pg-TEQ/L 0 0.074 0.074 0.074 1 
海域 1 pg-TEQ/L 0 0.061 0.061 0.061 1 

底質 
河川 1 pg-TEQ/g 0 0.52 0.52 0.52 150 
海域 1 pg-TEQ/g 0 0.35 0.35 0.35 150 

地下水 － 6 pg-TEQ/L 0 0.052 0.096 0.062 1 
土壌 － 4 pg-TEQ/g 0 0.0025 0.23 0.07 1,000 

注：大気、水質及び底質の調査結果における最小値、最大値及び平均値は、各地点の年間平均値の 

最小値、最大値及び平均値である。 

 

 大気（６地点４回）、水質（２地点）、底質（２地点）、地下水（６地点）、土壌（４地点）ともに

全ての地点において環境基準を満たしていました。 

Ⅱ．特定施設のダイオキシン類調査結果  

１ ． 設 置 者 に よ る 測 定 結 果 の 概 要  

 ダイオキシン特措法第２８条第１項及び第２項に基づき、設置者が規制対象施設において令和３

年度中（令和４年度以前に測定し令和４年度に報告のあったものを含む）に測定を実施した結果の

概要は次のとおりです。 

(1) 排出ガス中のダイオキシン類の測定結果について 

 測定対象施設（新設及び休止中施設を除く）は３８施設で、全ての施設から報告があり、全て

の施設において排出基準を満たしていました。 

濃度単位：ng-TEQ/m3N 

 

大気基準適用施設の種類 
測定対象

施設数 

報告済

施設数 

未報

告施

設数 

平均値 濃度範囲 
排出基準 

既設 新設 

製鋼用電気炉 2 2 0 0.0034 0.0000017～0.0067 5 0.5 

廃
棄
物
焼
却
炉 

焼
却
能
力 

4ｔ/時 以上 3 3 0 0.000091 0.0000012～0.00020 1 0.1 
2t～ 4t/時 未満 2 2 0 0.0027 0.000099～0.0053 5 1 
50kg/時～2t/時未満 
（50kg／時未満で火
床面積 0.5 ㎡以上の
ものを含む） 

31 31 0 0.97 0～5.5 10 5 

       合        計 38 38 0 － － － 



 

 (2) 排出水中のダイオキシン類の測定結果について 

 測定対象施設は１施設あり、排出基準を満たしていました。 

濃度単位：pg-TEQ/L 

水質基準対象施設の種類 測定対象     
施設数 

報告済 
施設数 

未報告 
施設数 平均値 濃度範囲 排出基準 

クラフトパルプ等   

製造施設 1 1 0 － 0.090 10 

合          計 1 1 0 － － － 

 

(3) 廃棄物焼却炉に係るばいじん等のダイオキシン類測定結果について 

 ばいじん、焼却灰その他の燃え殻については、排出基準はありませんが測定が義務づけられて

います。 

 なお、埋立等の処分をする際には、３ng-TEQ/g 以下となるよう基準が定められており、報告に

おいて３ng-TEQ/g を超えたばいじん等については、処分時に法で定められた薬剤処理による適正

な処理等が行われていることを確認しています。 

                           濃度単位：ng-TEQ/ｇ 

施設の種類 報告施設数 濃度範囲 

廃棄物 
焼却炉 

ばいじん 21 0～4.7 

燃え殻 27 0～1.0 
注： 測定値には処理前の数値を含む。 

 

２ ． 行 政 測 定 結 果 の 概 要  

 特定施設である大気基準適用施設(廃棄物焼却炉)３施設について、立入検査にともなって実施し

た行政測定の結果は、調査した３施設とも排出基準を満たしていました。 

 行政検査施設数 基準超過 基準超過事業所への措置 

大気基準適用施設 3 0 ― 
 



【資料】

表１

夏期 秋期 冬期 春期 年平均値

0.0083
(0.0083)

0.036
(0.036)

0.0050
(0.0050)

4 0.0047 0.0055 0.0049 0.0056 0.0052

5 0.0059 0.0071 0.0046 0.0051 0.0057

0.0043
(0.0053)

注1)  表中（）は二重測定の結果を示す

表２ 令和３年度ダイオキシン類常時監視結果（公共用水域の水質及び底質）

No. 調査区分 水系名 水　域　名 採取月日
水質調査結果
(pg-TEQ/L)

環境基準
 (pg-TEQ/L)

底質調査結果
(pg-TEQ/g)

環境基準
 (pg-TEQ/g)

1 浜田川 浜田川 R3.9.21 0.074 0.52

0.061 0.35
(0.061) (0.33)

注1)  水質と底質には密接な関係があると予想されることから、両媒体を同地点で測定する

注2)  表中（）は二重測定の結果を示す

表３ 令和３年度ダイオキシン類常時監視結果（地下水）

No. 調査区分 採取月日
水質調査結果
(pg-TEQ/L)

環境基準
(pg-TEQ/L)

1 R3.10.19 0.052

0.052
(0.052)

3 一般環境監視 R3.10.20 0.068 1

4 R3.10.19 0.052

5 R3.10.19 0.052

6 R3.10.18 0.096

注1)  表中（）は二重測定の結果を示す

表４ 令和３年度ダイオキシン類常時監視結果（土壌）

No. 調査区分 採取月日
調査結果

(pg-TEQ/g)
環境基準

 (pg-TEQ/g)

0.23
(0.30)

2 R3.10.21 0.035

3 R3.10.21 0.0025

4 R3.10.21 0.017

注1)  表中（）は二重測定の結果を示す

表５ 未報告事業所の状況（排出ガス及びばいじん等とも未報告の事業所）

（１）大気基準適用施設

未報告事業者なし

（２）水質基準対象施設

未報告事業者なし

表６ 行政検査におけるダイオキシン類排出量調査結果

（１）大気基準適用施設

測定結果

(ng-TEQ/m
3
N)

排出基準

(ng-TEQ/m
3
N)

1 廃棄物焼却炉 邑智郡邑南町 3,000 R3.10.15 0.00073 0.1

2 廃棄物焼却炉 仁多郡奥出雲町 1,250 R3.11.12 0.69 5

3 廃棄物焼却炉 浜田市下府町 120 R3.11.26 0.24 5

（２）水質基準対象施設

実施施設なし

0.0091 0.0048 0.0050 0.0060

0.0048 0.0046 0.0047 0.0046大田一般環境大気測定局 大田市大田町大田若宮イ497-6

0.0049 0.0055 0.0053 0.0060

0.015 0.011 0.020 0.021

1 安来一般環境大気測定局 安来市安来町八幡582-1

6

2

3

出雲保健所一般環境大気測定局

江津市役所一般環境大気測定局

出雲市塩冶町223-1

江津市江津町1525

特定施設名

R3.9.21

令和３年度ダイオキシン類常時監視結果（大気）

No. 調査区分 地　点　名

R3.10.19

2

調査結果（pg-TEQ/m
3
）

1,000

浜田合庁一般環境大気測定局

益田合庁一般環境大気測定局

鹿足郡

隠岐郡

150

0.6

市町村名

1

一般環境監視

地　点　名

環境基準

 (pg-TEQ/m
3
)

一般環境監視

所　在　地

海域 浜田川河口海域 Ｈ－１

浜田市片庭町254

益田市昭和町13-1

排出ガス

採取年月日
特定施設
所在地

一般環境監視
川本町

美郷町

邑南町 邑南町青少年旅行村

焼却能力
(kg/h）

事  業  所  名

隠岐の島町飯田矢谷

地　点　名

川本小学校　校庭

美郷町防災公園

広瀬町上山佐

地点

津和野町長福

川本町大字谷戸

R3.10.21

2 出雲市 所原町

株式会社 ツチヨシ産業 邑南工
場

本藤建工株式会社

邑智郡

市町村名

仁多可燃物処理センター

№

亀山橋

浜田市 国分町

1 出雲市 神守公園

安来市


